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1. はじめに
近年，大学や高専等でコンピュータを用いた演習を伴
う多人数講義の増加とともに，出欠の確認や演習のチェッ
クの役割を持つティーチングアシスタント（TA）の必要
性が高まっている．しかし，受講している学生数に対し
て TAの数が足りず，指導が十分に受けられない，自身
の課題の提出状況を確認しにくいなどのコメントが学生
から授業アンケート等に寄せられている．これらの問題
を解決しようとする研究がおこなわれている [1][2]．[1]
や [2]では,出席管理についてのシステムや手法の提案が
行われているが, 演習課題のチェックの手法については
触れられていない．[3]では TAによる演習課題のチェッ
クを支援するシステムが報告されている．
本研究では，演習課題を伴う講義において，学生に対
して出欠・課題の提出状況の確認，TAに対して学生の
出欠・課題のチェックや集計，教員に対して課題の提出
状況や成績の管理に関わる作業を支援するシステムにつ
いて述べる．本システムは, Webアプリケーションとし
て実現されているため，デスクトップ PCだけでなく携
帯情報端末からも利用でき，ユーザは本システムを用い
て演習時間中にデータをリアルタイムに確認できる．ま
た, 実際に本システムを利用した学生，TAおよび教員
へのアンケートをもとにその評価を行った結果を示す．

2. 従来の成績管理の問題点
従来，学生が課題を提出したいとき，挙手によってTA
を呼び出す必要があった．その際，挙手の順番を TAは
把握することができないため，早く課題を終えても先に
指導を受けることができるとは限らない．また，過去の
課題の提出状況を確認するには TAか教員に直接聞く必
要があった．
従来，TAがチェック作業を行うとき，紙媒体が用い
られていた．TA業務は複数人で行うことが多く，紙を
用いて作業を行うと，各 TAが自分のチェック結果のみ
を持つことになるので，演習時間中に他の TAのチェッ
ク結果を把握できず，学生の提出状況を把握することが
できない．また，各講義の後の集計作業が必要となる．
従来，教員が成績データを管理したいとき，紙媒体で
集計したデータを手作業で表計算ソフトに打ち込む必要
があり，その負担は小さくなかった．

3. TASKit
前章で述べた従来の成績管理の問題を解決するために
成績管理システム開発した．開発した成績管理システム
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はTASKitという名称である．図 1に成績管理システム
のシステム構成を示す．

図 1: 成績管理システムのシステム構成

TAは主に携帯情報端末のWebブラウザを通して，操
作を行い，学生と教員は主にデスクトップPCのWebブ
ラウザを通して，操作を行うことを想定している．チェッ
クしたデータや登録した講義などの情報は，HTTP に
基づいてWebサーバーへと通信される．送られた情報
はサーバー側で SQL を実行することによりデータベー
スに格納される．また Ajax によって非同期通信を行う
ことで，他の端末上で変更された出欠や演習のチェック
データを一定時間毎に同期するようにしている．
TAは多くの生徒の質問に応じたり，チェックを行った

りするため講義室内を移動する．システムを利用するた
めにノート PC のような大きな端末を用いると，通路が
狭い場合に不便に感じる．そこで，システムを無線 LAN
に対応した携帯情報端末から利用可能にした．
ブラウザがある端末ならば，デスクトップ PCだけで

なく，スマートフォンやタブレット PCのような携帯情
報端末からも利用可能となるようWebアプリケーショ
ンとしてシステムを実現した．
この章では開発した TASKitについて学生，TA，教

員それぞれの利用法別に述べる．

3.1 学生による利用
学生は自身の出欠と課題提出状況を図 2に示すように

確認できる．また，課題を提出したいとき，ヘルプコー
ルボタンを押すことによってTAを呼び出すことができ，
ボタンを押した順番で TAの画面に表示されるので，平
等に指導を受けることができる．
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図 2: 学生でのログイン画面

3.2 TAによる利用
TAは全ての学生の出欠や課題の提出をチェックする
ことができる．学生がヘルプコールボタンを押すと，画
面上に通知される．図 3に座席表を表示している画面を
示す．

図 3: 座席表表示画面

TAは座席表でヘルプコールを押した学生の座席位置
を確認し，指導を行うことができる．座席表は CSV形
式の座席データのファイルを作成すれば，簡単に作成す
ることができる．また，サーバーからは誰がボタンを押
したかという情報のみが通信されるので座席表の表示は
高速に行われる．
3.3 教員による利用
講義における演習課題，学生，TAの登録を行うこと
ができる．教員用の機能の例として図 4に課題提出状況
の一覧を示す．
教員は全学生のデータを，CSV形式でデータをダウ
ンロードすることができる．

4. 評価
本システムは 2010年後期から九州工業大学情報工学
部システム創成情報工学科の複数のプログラミング講義
で実際に TAに利用されている．最新のアンケート結果
によって本システムの評価を行った．アンケート対象者
は学生 85名，TA5名，教員 1名である．表 1に 5段階

図 4: 課題提出状況の一覧

評価のアンケートの結果を示す．点数は平均であり，5
点満点で数字が大きいほど評価が高いことを表す．

表 1: アンケート結果
アンケート項目 学生 TA 教員
表示画面がわかりやすい 3.93 3.80 5
操作しやすい 3.70 3.20 4
チェック状況が把握しやすい 3.98 4.60 5
ヘルプコールは便利である 3.36 3.80 4

すべての項目について概ね良好な評価となっている．
操作のしやすさに関して TAの評価が若干低い．TA用
の携帯情報端末向けユーザーインターフェースの改善が
必要と考えられる．またヘルプコールに関して，学生に
よる評価が若干低い．挙手の方が質問しやすいと考える
学生が少なくなかったためであると考えられる．

5. おわりに
本論文では，演習課題を伴う講義において，携帯情報

端末から利用でき，リアルタイムに成績の管理に関する
作業を支援するシステムについて述べ，アンケートをも
とにその評価を行った．本システムに関する情報はシス
テムのホームページで確認できる [4]．
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